里山と森林・林業分科会

テーマ：森林とくらし

趣　旨：

森林・林業分科会は「森林とくらし」をテーマに、講演とパネルディスカッションを行います。国内林業の不振から手入れの行き届かない森林が増え、千葉県では溝腐れ病による山武杉林の荒廃が目を覆うばかりです。人工林には未利用材が放置され、市場では30年・40年と育てた杉の木がコンビニのおにぎりより安い値段で取引されているという異常な状況がつづいています。また、雑木林も生活・活用のスタイルの変化により放置され、林床にアズマネザサが繁茂する状況になっています。

しかし一方では健康的な暮しや、スローライフと呼ばれるようなライフスタイルのために、木の家に代表されるような天然素材系の住まいを求める声も多くなっています。また、地球温暖化など環境問題への危機感から、環境に負荷を与えない木質バイオマスエネルギーとしての木材も注目されつつあります。森林・林業分科会では千葉県の現状を踏まえ、森林管理と活用の可能性について考えます。更に、千葉の山林から産出される木材で千葉の民家を造るなど、森の恵みを活かす地産地消の暮しづくりによる森林再生の道を探ります。

スケジュール

10：00～10：40

主催者挨拶、副知事基調講演

10：50～11：20

講　演：県民参加型の森づくりの試み（小平哲夫）

11：20～12：00

報　告：森とくらしを結ぶ民家づくりの実践（稗田忠弘）

12：00～13：00

昼食、交流

13：00～14：30

パネルディスカッション　「森林とくらし」

14：30～14：40

質疑応答、まとめ

14：40～15：00

分科会報告準備

15：00～16：30

各分科会報告

16：30


終了

□講師

小平 哲夫氏（千葉県森林研究センター室長）

稗田 忠弘氏（さんむフォレスト代表）

□パネラー

小平哲夫氏（研究者・千葉県森林研究センター室長）、杉田和陳（林業家）、

清水道子氏（消費者・大地を守る会）、西塚健治氏（製材業・さんむフォレスト副代表）

□コーディネーター

稗田 忠弘

